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ひんのべ無料サービス

第
27
回
信
州
高
山
ま
つ
り

村
民
み
ん
な
の
笑
顔
と
熱
気
が
暑
さ
を
吹
飛
ば
し
ま
し
た

　

８
月
３
日
、
信
州
高
山
ま
つ

り
が
、
約
４
５
０
０
人
の
村
民

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
ま
つ
り
は
、
一
茶
生

誕
250
年
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
が
地
方
に

お
い
て
も
早
く
実
感
で
き
る
よ

う
期
待
さ
れ
る
な
か
、
５
月
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」
定

期
総
会
に
象
徴
さ
れ
る
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
「
信
州
高
山
最
も

美
し
い
村　

み
ん
な
集
ま
れ
あ

ふ
れ
る
元
気
」
を
合
言
葉
に
村

の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

村
民
が
総
参
加
し
、
み
ん
な
で

食
べ
て
、
飲
ん
で
、
踊
っ
て
、

夜
空
に
咲
く
大
輪
の
花
を
観
て
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

午
後
４
時
に
藤
澤
実
行
委
員

長
の
開
会
宣
言
で
始
ま
り
、
ス

テ
ー
ジ
等
で
村
民
の
皆
さ
ん
を

中
心
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

村内産の小麦粉を使用したひんのべは3000食完食

ステージ等イベント

トライアル
デモンストレーション

キャッチレーズ表彰式

アルプホルンクラブ

やまびこ太鼓

子どもみこし

AI169ライブ

信州高山太鼓

高山キッズダンス
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信濃町出身の北村優希さんのライブ

ひんのべ大賞の荒井原連

かがり火点火 二宮町長あいさつ

　

祭
り
の
最
後
を
締
め
く
く
る
花
火
に
は
、

経
済
状
況
が
大
変
厳
し
い
な
か
、
村
内
外

の
企
業
、
本
年
度
還
暦
を
迎
え
た
昭
和
44

年
３
月
高
山
中
学
校
卒
業
者
還
暦
を
祝
う

会
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
多
額
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
協
力

金
と
あ
わ
せ
、
盛
大
に
打
ち
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

満
天
の
夜
空
に
華
や
か
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
花
火
は
、
ま
つ
り
の
最
後
を
飾
る
に

ふ
さ
わ
し
く
、
自
然
に
盛
り
上
が
る
拍
手

喝
采
、
歓
声
に
見
物
者
の
感
動
が
現
れ
て

い
ま
し
た
。

　

夏
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た

高
山
ま
つ
り
で
す
が
、
今
年
も
真
夏
の
よ

き
思
い
出
と
し
て
皆
さ
ん
の
心
に
刻
み
込

ま
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
信
州
高
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
高
山
村
商
工
会
・

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
）

　

☎
２
４
５
―
１
１
０
０

ひんのべ音頭
　　　　踊り流し
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海
へ
訪
問

　
山
に
招
待

～
神
奈
川
県
二
宮
町
と
の
地
域
間
交
流

　

今
年
も
、
神
奈
川
県
二
宮
町
と

夏
の
地
域
間
交
流
を
行
い
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

海 

へ
い
き
ま
し
た

　

７
月
６
日
、
高
山
小
学
校
の
３
年
生
親

子
や
高
山
村
地
域
間
交
流
推
進
委
員
な
ど

90
名
が
二
宮
町
を
訪
問
し
、
坂
本
町
長
を

は
じ
め
、
地
域
間
交
流
実
行
委
員
会
な
ど

大
勢
の
皆
様
に
歓
迎
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
宮
町
を
訪
問
し
た
参
加
者
は
、
天
候

不
順
の
為
、
残
念
な
が
ら
地
引
網
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
海

岸
で
ス
イ
カ
割
り
を
行
い
ま
し
た
。
自
分

た
ち
が
割
っ
た
ス
イ
カ
を
食
べ
た
り
、
魚

を
触
っ
た
り
、
短
い
時
間
で
し
た
が
海
で

戯た
わ
む

れ
、
信
州
高
山
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
い
湘
南
・
二
宮
町
と
の
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。

山 

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

８
月
３
日
か
ら
４
日
に
は
、
二
宮
町
か

ら
50
名
が
来
村
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
の
高
山
ま
つ
り
で
は
、
踊
り
連
に

参
加
し
、
村
民
と
と
も
に
元
気
よ
く
「
ひ

ん
の
べ
音
頭
」
を
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

海
と
山
、
互
い
に
異
な
る
風
土
を
生
か

し
た
交
流
は
、
両
町
村
の
理
解
を
よ
り
深

め
、
ま
た
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
有

意
義
な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

◆
総
務
課
企
画
財
政
係

　

☎
２
４
５
―
１
１
０
０

魚を触る子どもたちスイカ割り

笠岳登山 まつりステージでの二宮町紹介

山田牧場にて

　

４
日
に
は
、
７
月
６
日
の
二
宮
町
訪
問

以
来
の
再
会
と
な
る
高
山
小
学
校
３
年

生
親
子
と
と
も
に
、
笠
岳
登
山
の
体
験
や
、

お
昼
に
は
山
田
牧
場
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に

よ
る
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
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「
県
道
山
田
温
泉
線
」
は
、
観
光
道
路

や
生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
年
間
を
通

し
て
交
通
量
が
多
く
、
本
村
に
と
っ
て
大

変
重
要
な
県
道
で
す
が
、
急
斜
面
の
山
腹

に
設
置
さ
れ
た
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
道

幅
の
狭
い
箇
所
が
多
く
、
見
通
し
も
悪
い

こ
と
に
加
え
て
、
冬
期
間
の
降
雪
や
路
面

凍
結
に
よ
り
大
変
危
険
な
道
路
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
県
（
須
坂
建
設
事
務
所
）

で
は
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
の
９

年
間
に
わ
た
り
、
総
事
業
費
10
億
６
千
万

円
の
予
算
を
集
中
的
に
投
じ
、
道
路
改
良

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
総
延
長

2,090
ｍ
の
堆
雪
帯
設
置
工
事
が
完
了
し
た
こ

と
に
よ
り
、
牧
か
ら
山
田
温
泉
ま
で
は
十

分
な
道
路
幅
員
が
確
保
さ
れ
、
急
カ
ー
ブ

も
解
消
さ
れ
る
な
ど
、
ゆ
っ
た
り
と
安
全

に
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
県
道
は
、
よ
り
安
全
・
安

心
な
道
路
に
す
る
た
め
、
さ
ら
に
数
年

県道山田温泉線の
　堆雪帯設置工事完了

～ゆったり、安全な道路に～

か
け
て
、
山
腹
か
ら
の
落
石
を
防
止
す
る
、

道
路
防
災
工
事
を
施
工
す
る
計
画
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
堆
雪
帯
設
置
工
事

期
間
中
、
全
面
通
行
止
め
な
ど
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
引
き

続
き
道
路
防
災
工
事
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
道
に
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
や

長
野
県
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

村
の
花
街
道
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
、
と

て
も
色
鮮
や
か
な
「
紫あ
じ
さ
い

陽
花
」
が
た
く
さ

ん
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
見
頃
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
通

行
に
注
意
し
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
沿
道

景
観
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
２
４
５
―
１
１
０
０

高
山
村
の
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

平
成
26
年
度
採
用
試
験
受
験
案
内

　

平
成
26
年
度
に
採
用
予
定
の
高
山
村
職

員
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

申
込
期
間　

８
月
12
日
㈪
～
９
月
27
日
㈮

試
験
区
分
及
び
採
用
人
員

　

行　

政
（
上
級
）　　

若
干
名

　

保
育
士
（
中
級
）　　

若
干
名

受
験
資
格

　

▽
行
　
政
（
上
級
）

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
、
若
し
く

は
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人
、
ま
た
は
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人

　

▽
保
育
士
（
中
級
）

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
保
育
士
資
格
及
び
幼
稚
園
教

諭
免
許
を
有
す
る
人
（
平
成
26
年
の

春
ま
で
に
行
わ
れ
る
国
家
試
験
に
よ

り
、
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み

の
人
を
含
む
。）

受
験
申
込

　

受
験
申
込
期
間
内
に
職
員
採
用
試

験
受
験
申
込
書
（
用
紙
は
役
場
総
務
課

備
え
付
け
又
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
様
式
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
持
参
又

は
郵
送
（
９
月
27
日
消
印
有
効
）
に
よ

り
、
高
山
村
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

試
験
日
時

　

▽
第
一
次
試
験

　
　
　

10
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
～

　

▽
第
二
次
試
験（
第
一
次
試
験
合
格
者
）

　
　
　

11
月
24
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～

試
験
方
法
・
内
容
等

　

▽
第
一
次
試
験

　
　

行　

政
（
上
級
）

　
　
　

筆
記
試
験
（
教
養
、
事
務
適
性
）

　
　

保
育
士
（
中
級
）

　
　
　

筆
記
試
験
（
教
養
、
専
門
）

　

▽
第
二
次
試
験

　
　

行
政
・
保
育
士
共
通

　
　
　

作
文
、
面
接
試
験

試
験
会
場

　
　

高
山
村
役
場
会
議
室

合
格
通
知

　
　

第
一
次
試
験
・
第
二
次
試
験
の
合
格

　

者
に
そ
れ
ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

採　
　

用

　
　

合
格
者
を
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
録

　

し
、
そ
の
中
か
ら
採
用
者
を
決
定
し
ま

　

す
。

合
格
者
の
有
効
期
限

　
　

平
成
26
年
４
月
１
日

　
　
　
　

～
平
成
27
年
３
月
31
日

　

詳
細
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
４
５
―
１
１
０
０
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高山村議会議員一般選挙
高山村議会議員一般選挙を次の日程で行います。

第23回参議院議員通常選挙　選挙結果
任期満了に伴う参議院議員通常選挙が、７月 21 日に執行されました。
投票は村内８投票所で、また開票は公民館講堂で行われました。
投票結果及び開票結果は次のとおりです。

◇参議院長野県・比例代表選出議員選挙投票結果

◆参議院長野県選出議員選挙開票結果

◆参議院比例代表選出議員選挙開票結果

（　）は在外選挙人名簿登録者数の内数

選挙当日の
有権者数 投票者数 棄権者数 投票率（%）

男
3,017 1,862 1,155 61.72%

（2） （1） （1） （50.00%）

女
3,143 1,840 1,303 58.54%

（5） （0） （5） （0.00%）

計
6,160 3,702 2,458 60.10%

（7） （1） （6） （14.29%）

候補者氏名 候補者
届出政党 得票数 有効

投票数
無効
投票数

吉 田　 博 美 自由民主党 1,596

3,576 126

羽田　雄一郎 民 主 党 886

唐 沢　 千 晶 日本共産党 581

神津　ゆかり 無 所 属 156

味 岡　 淳 二 幸福実現党 24

角　　 恵 子 みんなの党 333

参議院名簿
届出政党等の名称 得票数 有効

投票数
無効
投票数

み ん な の 党 295

3,547 155

民 主 党 575

新 党 大 地 12

社 会 民 主 党 120

生 活 の 党 42

み ど り の 風 22.909

自 由 民 主 党 1,367.09

日 本 共 産 党 511

公 明 党 338

緑 の 党
グリーンズジャパン 16

日 本 維 新 の 会 224

幸 福 実 現 党 24

○立候補予定者説明会　　８月29日㈭　午後１時～　　　　　　　　　役場会議室
○立候補届出事前審査　　９月13日㈮　午前９時～　　　　　　　　　役場会議室
○立　候　補　届　出　　９月17日㈫　午前８時30分～午後５時　　役場会議室
○投　　　　　　　票　　９月22日㈰　午前７時～午後８時　　　　　村内８投票所
○開　　　　　　　票　　９月22日㈰　午後８時30分～　　　　　　公民館講堂

　なお、９月 18 日㈬ から役場で期日前投票ができます。（各日午前８時 30 分～午後８時　役場１階事務室）

９月22日
投　票

◆高山村選挙管理委員会　☎２４５―１１００
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●職員給与の公表

特別職職員の給料・議会議員の報酬の状況
　村長、副村長、教育長の給料並びに議会議員の報酬の額は、社会経済情勢、近隣市町村の状況を考慮する中で、行政改革の
一環として平成 26 年 3 月 31 日まで「特別職の職員等の給与の支給の特例に関する条例」により、5％から 10％減額しています。
　また、期末手当については、国家公務員の給与減額措置等に準じ、12 月支給分について、５％減額することとしています。

職名 給料額（円） 減額（円）減額率
（%） 適用年月日

村長
条　　例 748,000 H9.4.1 〜
特例条例 726,000 △ 22,000 △ 3 H14.4.1 〜 H15.6.30

〃 673,000 △ 75,000 △ 10 H15.7.1 〜 H26.3.31

副村長

条　　例 624,000 　 H9.4.1 〜
特例条例 605,000 △ 19,000 △ 3 H14.4.1 〜 H.15.6.30

〃 568,000 △ 56,000 △ 9 H15.7.1 〜 H17.3.31
〃 562,000 △ 62,000 △ 10 H17.4.1 〜 H26.3.31

教育長

条　　例 550,000 H9.4.1 〜
特例条例 533,000 △ 17,000 △ 3 H14.4.1 〜 H15.6.30

〃 506,000 △ 44,000 △ 8 H15.7.1 〜 H17.3.31
〃 495,000 △ 55,000 △ 10� H17.4.1 〜 H26.3.31

職名 報酬額（円） 減額（円）減額率
（%） 適用年月日

議　長
条　　例 266,000 H9.4.1 〜

特例条例 250,000 △ 16,000 △ 6 H15.7.1 〜 H26.3.31

副議長
条　　例 191,000 H9.4.1 〜

特例条例 181,000 △ 10,000 △ 5 H15.7.1 〜 H26.3.31

常　任
委員長

条　　例 177,000 H9.4.1 〜

特例条例 168,000 △ 9,000 △ 5 H15.7.1 〜 H26.3.31

議　員
条　　例 169,000 H9.4.1 〜

特例条例 161,000 △ 8,000 △ 5 H15.7.1 〜 H26.3.31

特別職職員の給料 議会職員の報酬

一般職職員の給与等の状況
　職員の給与は、民間給与の実態や官民給与の比較による人事院勧告に準じ、適正な水準の確保に努めています。
　平成 25 年度につきましては、国家公務員の給与減額措置等に準じ、平成 25 年７月１日から平成 26 年３月 31 日までの間、
給料月額を平均で 3.4％減額するとともに、管理職手当を 10％、及び 12 月支給分の期末手当と勤勉手当をそれぞれ５％減額
する措置を行っています。

12 月支給分は、上記支給分から期末・勤勉それぞれ５％を減額します。

平成 25 年４月１日から平成 27 年４月１日の間、段階的に引き下げられます。

区　分 行政職（円） 労務職（円）
高校卒 137,158（140,100） 130,305（133,100）
短大卒 149,592（152,800） ——
大学卒 168,584（172,200） ——

1.　初任給　（　）内は減額措置前 5.　退職手当

区　分
支　給　率

自己都合 定年等
勤続 20 年 23.03 月分 28.7875 月分
勤続 25 年 32.83 月分 38.955   月分
勤続 35 年 46.55 月分 55.86     月分
最高限度額 55.86 月分 55.86     月分

一般行政職職員 技能労務職職員
平均年齢（歳） 平均給料月額（円） 平均年齢（歳） 平均給料月額（円）

41.6 297,488（308,541） 46.8 257,174（262,690）

2.　平均給料月額等　（　）内は減額措置前

区　分 6　月 12　月 計
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分
勤　勉 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分
合　計 1.900 月分 2.050 月分 3.95 月分

3.　期末・勤勉手当
6.　勤務時間

1 週間の勤務時間 勤務時間 休　憩
38 時間 45 分 8：30 〜 17：15 12：00 〜 13：00

級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 非適用
合計標 準 的 な

職務内容 主事 主任 主査
係長

主幹
課長補佐

副参事
課長

参事
課長 医師

職員数
（人） 11 2 31 14 3 4 1 66

構成比
（％） 16.7 3.0 47.0 21.2 4.5 6.1 1.5 100

4.　級別職員数等の状況
　　 （一般行政職職員）

級 1 級 2 級 3 級 4 級
合計標 準 的 な

職務内容
定型的な

労務
技能又は経験
を要する労務

相当の技能又は
経験を要する労務

高度の技能又は知識
経験を要する労務

職員数（人） 1 1 4 4 10
構成比（％） 10.0 10.0 40.0 40.0 100.0

（技能労務職職員）

7.　職員の分限・懲戒処分の状況（平成 24 年度）

分限処分０人　　懲戒処分０人

8.　職員の福利厚生
職員互助会の設置

（村負担金  毎月職員給料月額　2.3 /1,000）

9.　ラスパイレス指数
区　分 H21.4.1 H22.4.1 H23.4.1 H24.4.1

国 100.0 100.0 100.0 100.0
高山村 92.8 95.4 95.8 103.7（95.7）

※ラスパイレス指数とは、国の給与水準を 100 とした場合の
　村の給与水準の指数です。

H24.4.1 は国が減額措置をおこなっているため、100 を超え
る給与水準となっていますが、（ ）内は国が減額措置を実施
しない場合の参考値です。

◆総務課総務係　☎２４５―１１００

職員給与などの状況を公表します
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美
し
い
村
連
合
通
信

　

東
成
瀬
村
は
、
秋
田
県
の
東
南
端
に

位
置
し
、
面
積
の
93
％
を
山
林
原
野
が

占
め
る
、
栗
駒
国
定
公
園
の
山
々
に
抱

か
れ
た
村
で
す
。

　

栗
駒
山
系
の
恵
み
は
、
村
に
美
し
い

水
と
緑
・
大
気
を
も
た
ら
し
、
村
の
中

央
を
流
れ
る
成
瀬
川
に
は
、
清
流
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
が
棲す

み
、
周
囲
を
蛍
が
飛
び
交
い
ま
す
。

　

蛍
は
、
村
の
虫

4

4

4

と
し
て
指
定
さ
れ
、

村
で
は
平
成
７
年
に
行
わ
れ
た
「
ホ
タ

ル
の
里
公
園
」
の
整
備
を
は
じ
め
、様
々

な
蛍
の
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

環
境
の
変
化
か
ら
減
少
し
た
個
体
数
も

徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

８
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
「
仙
人
修
行
」

は
、
断
食
・
座
禅
・
写
経
等
の
ほ
か
、

不
動
滝
で
滝
行
も
行
わ
れ
て
お
り
、
水

と
緑
が
美
し
い
村
な
ら
で
は
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

栗
駒
山
系
の
恵
み
豊
か
な
村

東
成
瀬
村

村の虫：蛍の飛翔

仙人修行

栗駒国定公園須川湖

◆
総
務
課
企
画
財
政
係

　

☎
２
４
５
―
１
１
０
０

　

ま
た
、
平
成
11
年
に
は
環
境
省
認
定

の
「
星
空
日
本
一
」
に
輝
い
て
お
り
、

別
天
地
を
求
め
て
村
の
玄
関
口
、
岩
手
・

宮
城
の
県
境
か
ら
大
勢
の
方
々
が
村
を

訪
れ
ま
す
。

住宅耐震補強のすすめ
～大規模地震に備えましょう～

　近年、日本各地において震度６以上の大変強い地震が発生し、家屋の倒壊などにより尊い命が奪わ
れるなど、多くの被害や損害が発生しています。
　このため、国では「住宅や建築物の耐震化は急務である」として、住宅等の耐震化事業を積極的に
推進しています。
　本村では平成 19 年度及び平成 20 年度において、昭和 56 年５月 31 日以前の木造住宅について、希
望された皆さんの住宅耐震診断事業を行い、地震に対する建築物の構造に関する安全性の評価を実施
しました。
　この耐震診断事業を行った結果「倒壊する可能性がある」とされた総合評点 1.0 未満の住宅につい
ては、できる限り早期に耐震改修工事を行っていただくようお願いしています。
　住宅の耐震改修工事に係る補助制度は次のとおりとなっていますので、今後耐震改修工事を希望さ
れる方は、建設係までお問い合わせください。

○補助対象となる耐震改修工事
　精密耐震診断の結果、総合評点が 1.0 未満の住宅について、耐震改修工事
後の総合評点が改修前の総合評点を超え、かつ 0.7 以上となる工事
○補助金の額

　対象経費の２分の１以内。ただし、その額が 60 万円を超える場合は 60 万
円とする。（補助金の限度額）
例：【工事費150万円の場合】
　　　150万円÷２＝75万円　

⇐

60万円（補助金限度額）

◆建設水道課建設係　☎２４５―１１００
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基
本
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
基
本
健
康
診
査
は
６
月
に
実

施
し
ま
し
た
が
、
受
診
で
き
な
か
っ
た
方

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
、
追
加
で
基
本

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　

９
月
20
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
８
時
～
11
時

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時

　
　
　
　
　

午
後
５
時
～
７
時

※
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
ま
し
た
時
間

に
受
け
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

● 

20
～
39
歳
及
び
75
歳
以
上
の
方
で
、

今
年
度
の
基
本
健
診
を
受
診
さ
れ

て
い
な
い
方

● 

40
～
74
歳
の
高
山
村
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
、
基
本
健
診
を
受
診

さ
れ
て
い
な
い
方

※
人
間
ド
ッ
グ
を
受
診
さ
れ
た
方
、

及
び
受
診
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
健
診
等
対
象
者
の
年
齢
は
、
平
成

26
年
３
月
31
日
時
点
の
年
齢
で
す
。

会　

場　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
チ
ャ
オ
ル
）

持
ち
物

● 

保
険
証

● 

６
月
の
基
本
健
診
の
際
に
配
布
さ
れ

た
問
診
票

● 

当
日
の
尿

※
問
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
村

民
生
活
課
保
健
予
防
係
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

基
本
健
診
に
あ
わ
せ
て
行
う
診
査

１
．
肝
炎
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診

　

こ
の
検
診
は
、
基
本
健
診
に
あ
わ
せ
て

行
う
も
の
で
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
健
診
会
場
へ
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以
外
の

方
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

２
．
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
定
健
診

　

高
山
村
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医

療
保
険
加
入
者
の
方
で
、
40
～
74
歳
の

方
は
、
村
の
健
診
会
場
で
特
定
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
長
野

県
健
康
づ
く
り
事
業
団
へ
直
接
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
―
１
０
６
―
９
６
９

＊
特
定
健
診
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
ご
加

　

入
の
医
療
保
険
組
合
へ
お
問
合
せ
く
だ

　

さ
い
。

◆
村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
２

検診種類 肝炎検診 前立腺
がん検診

対象者

40歳以上
で検査を
受けたこ
とがない
方

50歳以上
の男性

検診料 400 円 600円

内　容 血液検査 血液検査

が
ん
検
診
推
進
事
業
の
お
知
ら
せ

～
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
～

　

村
で
は
、
が
ん
検
診
の
受
診
促
進
と
、

が
ん
の
早
期
発
見
を
図
る
た
め
、「
が
ん

検
診
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
年
齢
の
方
に
は
、「
が
ん
検
診
手

帳
」、「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」、「
乳
が
ん
検

診
」
及
び
「
大
腸
が
ん
検
診
」
が
無
料
で

受
診
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

近
年
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
及
び
大

腸
が
ん
は
、
罹り
か
ん患
す
る
方
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
活
用
し
て
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
７
月
中
に
対
象
者
へ
通
知

を
発
送
し
ま
し
た
の
で
、
通
知
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
対
象
と
な
る
方
で
案
内
通
知
が
届

い
て
い
な
い
方
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
保

健
予
防
係
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

対象年齢 生年月日
20 歳 平成４年４月２日〜平成５年４月１日
25歳 昭和 62年４月２日〜昭和 63年４月１日
30歳 昭和 57年４月２日〜昭和 58年４月１日
35歳 昭和 52年４月２日〜昭和 53年４月１日
40歳 昭和 47年４月２日〜昭和 48年４月１日

対象年齢 生年月日
40 歳 昭和 47年４月２日〜昭和 48年４月１日
45歳 昭和 42年４月２日〜昭和 43年４月１日
50歳 昭和 37年４月２日〜昭和 38年４月１日
55歳 昭和 32年４月２日〜昭和 33年４月１日
60歳 昭和 27年４月２日〜昭和 28年４月１日

子宮頸がん検診

乳がん検診（マンモグラフィ検診）及び大腸がん検診

※乳がん検診の対象となるのは女性のみです。

※対象年齢は平成 25 年４月１日時点のものとします。

※対象年齢は平成 25 年４月１日時点のものとします。

◆
村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
２

無
料
と
な
る
検
診
の
種
類
と
対
象
者
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第
19
回

　
長
野
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

高
山
村
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊

第１回高山村計画審議会を
　　　開催しました

　

８
月
４
日
、
炎
天
下
の
中
、
長
野
市
飯

綱
高
原
ス
キ
ー
場
に
あ
る
駐
車
場
で
行
わ

れ
た
長
野
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に
高

山
村
消
防
団
が
須
高
地
区
の
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
入
賞
は
逸
し
ま
し
た
も
の
の
、

ラ
ッ
パ
隊
員
全
員
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

息
の
合
っ
た
素
晴
ら
し
い
吹
奏
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

ラ
ッ
パ
隊
員
は
、
県
大
会
に
向
け
て
、

村
の
消
防
技
術
大
会
以
降
２
カ
月
に
わ
た

り
、
多
忙
な
仕
事
の
傍
ら
、
早
朝
を
中
心

に
練
習
を
積
み
重
ね
て
ま
し
た
。

　　

ラ
ッ
パ
隊
員
の
ご
家
族
を
は
じ
め
、
村

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

７
月
31
日
、
第
五
次
高
山
村
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
及
び
第
二
次
高
山
村
国
土

利
用
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
高
山
村
計

画
審
議
会
条
例
に
基
づ
き
設
置
し
た
高
山

村
計
画
審
議
会
の
第
１
回
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
村
長
が
条
例
の
規
定
に
基
づ

き
委
嘱
し
た
19
名
の
委
員
さ
ん
へ
委
嘱

状
を
交
付
し
た
ほ
か
、
後
期
基
本
計
画
案

及
び
国
土
利
用
計
画
案
の
策
定
に
関
す
る

諮
問
を
行
っ
た
後
、
計
画
策
定
の
進
め
方

な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
議
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

⑴
会
長
及
び
副
会
長
の
選
出

　

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
委
員
の
互

選
に
よ
り
、
次
の
方
が
会
長
及
び
副
会

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
、

長
野
信
用
金
庫

須
坂
支
店
様
か

ら
、
高
山
小
学

校
へ
図
書
カ
ー

ド
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

寄
贈
に
あ

た
っ
て
は
、
長

野
信
用
金
庫
が

今
年
９
月
１
日

で
創
立
90
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
未
来
を
託

す
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
一
層
「
本
」
に
親

し
め
る
よ
う
記
念
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ

た
も
の
で
、
北
信
地
区
の
全
て
の
小
学
校

に
図
書
カ
ー
ド
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
こ
の
図
書
カ
ー
ド
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
、
図
書
を
購
入
す
る

予
定
で
す
。

長
野
信
用
金
庫
創
立
90
周
年
記
念

高
山
小
学
校
へ

　
　
　
図
書
カ
ー
ド
を
寄
贈

　

会　

長　

勝
山 

茂
美 

氏

　
　
　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

　

副
会
長　

石
田 

良
男 

氏

　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
長

⑵
策
定
体
制
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

第
五
次
総
合
計
画
の
策
定
体
制
と
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
中
で
は
、
審
議
会
の
専
門
部

会
と
し
て
計
画
案
の
検
討
を
行
う
「
た

か
や
ま
未
来
会
議
」
の
設
置
に
あ
た

り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
や
進
め
方
に

つ
い
て
検
討
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
募
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
今
後
詳
細
決
定
後
に
広
報
等
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑶
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

　

村
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
や
満
足
度

な
ど
を
お
聞
き
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
つ
い
て
、
調
査
方
法
や
設
問
の
項

目
な
ど
、
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
村
内
在
住
の
15
歳
以
上

の
方
の
中
か
ら
2,000
名
を
無
作
為
に
抽

出
し
、
８
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
は
、「
審
議
会
」
と
「
た
か
や
ま

未
来
会
議
」
を
中
心
に
、
村
と
村
民
の
皆

さ
ん
が
協
働
・
連
携
し
な
が
ら
、
村
民
主

体
の
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

寄贈する長野信用金庫宮澤須坂支店長
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７月の高山分署の出動状況  （平成 25 年 7 月１日～ 7 月 31 日）

火　　災 0    （11） 高山村内の火災　0 件（6）
損害額　0 円（638 千円）
死者　0 人（0）　負傷　0 人（0）調　　査 0     （5）

救　　急 12 （185）

救　　助 1      （5）

＜お問い合わせ＞
• 消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）　☎ 245-1119
• お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ　  ☎ 248-0119

※（　）内は、平成 25 年 1 月 1 日からの累計です。

　 学校だより 高 山 小 学 校192

　私は音楽会でバスマスターをやりました。いつもは、ピ
アノと全然合わなかったから、本当に合うのかなぁと思っ
ていました。でも、本番では合って良かったと思いました。
　ハイホーで着けたとんがり帽子のことを、「似合ってる
かな」とずっといじってました。お母さんに、「とんがり
帽子どうだった？」と聞いたら、「すごく似合ってたよ」
と言われました。お友だちのお母さんにも言われました。
ホントかな？とちょっと思ったけど、まぁいっかと言って
おきました。
　ピアノとはちょっとだけズレたような気もしたけど、そ
ろった演奏ができて良かったです。

消防情報

＜熱中症に強い体作りを目指しましょう！＞　
　熱中症を予防するためには、炎天下での作業時間・運動時間
に気を付けることや、水分・塩分などをこまめに摂ることが大
変重要となります。しかし、どれだけ気を付けていても、睡眠
不足や栄養不足の状態では熱中症になりやすい体になってしま
います。そこで、日頃から熱中症になりにくい体をつくるた
めに、意識して熱中症を予防する食べ物（カリウム・ビタミン
B1・クエン酸を多く含む食品）を摂るように心がけましょう。
　○カリウムを多く含む食べ物
　　小豆・そら豆・海苔・ヒジキ・ほうれん草・ジャガイモ・
　　落花生・バナナなど
　○ビタミン B1 を多く含む食べ物
　　ハム・焼き豚・鰻・グリンピース・海苔・乾燥大豆など
　○クエン酸を多く含む食べ物
　　梅干・レモン・グレープフルーツ・オレンジ・食酢・黒酢など

＜毎年９月９日は「救急の日」＞
　万一の病気やケガに備えて家庭や職場で出来る応急手当を身
につけておきましょう。高山分署では随時、ＡＥＤの取扱いを
含めた応急手当に関する講習を受け付けています。お気軽にご
相談ください。

福祉のひろば

　村では、概ね 65 歳以上の独り暮らし高齢者等を対象に、
緊急通報装置を貸与しています。
　この装置は、電話回線と接続することにより、24 時間い
つでも受信センター（委託業者）への通報が可能となります。

利用対象者
　・概ね 65 歳以上の独り暮らしの方
　・高齢者のみの世帯に属し、常時注意を必要とされる方
　・心身の障がい等により日常生活に不安をお持ちの方
利用方法

　機械装置は電話機付近に設置し、利用者が緊急時に通
報ボタンを押し、受信センターへ通報します。

※機械の設置にあたっては、親族及び協力者（近隣者）
を安否確認者として登録していただき、緊急時には受
信センターからの連絡を受けて対応していただきま
す。また、希望者には宅内での人の動きを感知する「安
否確認センサー」を取り付けることにより、安否を確
認することができます。

利用料
　無償（※電気料及び電話料は自己負担）
申込方法

　希望される方は、高山村保健福祉総合センター（チャオ
ル）内の福祉係窓口で、申請書に必要事項を記入し、お
申し込みください。

　高齢者の方などの不安を解消するためにも、是非ご活用く
ださい。

◆村民生活課福祉係　☎２４２―１２００

じょうずにできた音楽会
４年２組　　宮﨑　爽

さわ

　気象庁はこれまで、大雨などにより重大な災害の起こるおそ
れがある時に、「警報」を発表して警戒を呼びかけていましたが、
より激しい大雨や大きな地震等を原因とした重大な災害により危
険性が高まっていることをお知らせするため、新たに「特別警報」
の発表を開始しました。

対象とする現象
　東日本大震災クラスの地震や、岡谷市などで土砂災害が発
生した「平成 18 年７月豪雨」クラスの大雨等。

特別警報が出た場合は…
　数十年に一度しか起きないような非常に危険な状況にある
ため、屋外の状況や避難指示・勧告等に留意し、直ちに命を
守るための行動をとってください。

　大雨等による被害を防ぐためには、時間を追って発表される注
意報・警報やその他の気象情報を活用して、早めの行動をとるこ
とが自分や家族の命を守ります。

　特別警報の詳細は、気象庁のホームページ（http://www.jma.
go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu/index.html）をご確認ください。

◆気象庁長野地方気象台防災業務課　☎２３２―３７７３

緊急時に通報できる機械装置を貸与します
～緊急通報装置貸与事業～

『特別警報』の発表を開始しています
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

問

問

役

役

●お知らせ

高
山
中
学
校　
学
校
保
健
委
員
会

講
演
会
の
お
知
ら
せ

収
穫
作
業
を
応
援
し
ま
す

～
秋
そ
ば
収
穫
作
業
申
込
み
～

　
「
子
ど
も
の
学
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た

い
！
」、「
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
な
子
ど
も
に

育
て
た
い
！
」
な
ど
、
子
ど
も
へ
の
期
待

は
尽
き
な
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
講
演
は
、
日
本
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
講
師
を
お
招
き
し
、
保
護
者
や

指
導
者
、
さ
ら
に
は
地
域
と
し
て
子
ど
も

達
に
何
が
出
来
る
か
を
考
え
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
で
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま

す
。

日　

時　

８
月
22
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場　

所　

高
山
中
学
校
体
育
館

　
　
　
　

※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

講　

師　

小
澤　

治
夫　

先
生

　
　
　
　
（
東
海
大
学
体
育
学
部
教
授
）

演　

題　
「
学
力
・
体
力
・
気
力
の
向
上
は

　
　
　
　

  

生
活
習
慣
の
た
て
直
し
か
ら
」

主　

催　

高
山
中
学
校

共　

催　

高
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　

高
山
村
教
育
委
員
会

　

高
山
中
学
校

　

☎
２
４
５
―
０
９
４
８

　

自
然
災
害
や
病
害
虫
・
鳥
獣
害
に
よ
り
、

平
年
に
比
べ
て
３
割
を
超
え
る
減
収
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
、
次
の
提
出
先
ま
で
損

害
通
知
書
（
損
害
評
価
野
帳
）
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
の
被
害
申
告
は
、
必
ず
収
穫
前

に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
先　
　

・
北
信
農
業
共
済
組
合

　
　
　
　
　
　
（
長
野
市
役
所
豊
野
支
所
内
）

　
　
　
　
　

・
Ｊ
Ａ
須
高
高
山
支
所

　
　
　
　
　

・
役
場
産
業
振
興
課
農
政
係

提
出
期
限　

９
月
12
日
㈭

　

北
信
農
業
共
済
組
合

　

☎
２
１
９
―
２
８
９
２

　

県
で
は
、
千
曲
川
流
域
下
水
道
上
流
終

末
処
理
場
（
ア
ク
ア
パ
ル
千
曲
）
に
お
い

て
、
下
水
道
ふ
れ
あ
い
デ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

　

当
日
は
、
処
理
場
施
設
の
見
学
を
は
じ

め
、
顕
微
鏡
に
よ
る
微
生
物
の
観
察
や
下

水
道
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
、
下
水
道
ク

イ
ズ
等
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

日　

時　

９
月
７
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　

所　

ア
ク
ア
パ
ル
千
曲
（
長
野
市
真
島
）

　

建
設
水
道
課
上
下
水
道
係

　

高
山
村
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
耕

作
放
棄
地
解
消
の
た
め
、「
そ
ば
」
の
栽

培
普
及
に
努
め
て
お
り
、
平
成
21
年
度
に

汎
用
型
コ
ン
バ
イ
ン
と
そ
ば
乾
燥
機
を
購

入
し
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
作
業
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
秋
そ
ば
収
穫
作
業
の
申
込
み
を

受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
役
場
産
業
振
興
課
内
高
山
村
営
農
支
援

セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
作
業
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
申
込
み
く
だ
さ

い
（
収
穫
作
業
は
、
10
月
中
～
下
旬
の
予

定
で
す
が
生
育
状
況
に
よ
り
日
程
を
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。
ま
た
、
乾
燥

作
業
を
希
望
す
る
場
合
も
あ
わ
せ
て
申
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

９
月
13
日
㈮

収
穫
作
業
料
金　

６
千
円
／
10
ａ

　
　
　
　
　
　
　
（
村
内
農
地
の
場
合
）

乾
燥
料
金　

10
円
／
１
㎏

　
　
　
　
　
　
　
（
村
内
産
の
場
合
）

　

な
お
、
汎
用
型
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
大

豆
収
穫
作
業
、
大
型
ク
ロ
ー
ラ
式
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
耕
起
作
業
等
の
申
込
み
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

高
山
村
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
産
業
振
興
課
農
政
係
内
）

役 　

日
本
の
国
内
及
び
国
外
で
は
、
地
震
や

豪
雨
な
ど
に
よ
る
様
々
な
災
害
が
起
こ
り
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
、
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
体
制
の
確

立
と
防
災
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

日　

時　

８
月
25
日
㈰　

午
前
９
時

会
場
・
訓
練
内
容

【
中
央
会
場
】
北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

避
難
訓
練
、
初
期
消
火
、
水
防
、

救
急
救
命
、
火
災
防
御
、
給
水
給

食
訓
練
等

【
地
区
会
場
】

自
主
防
災
会
を
中
心
と
し
た
避
難

訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
な
ど

　

多
く
の
方
が
こ
の
訓
練
に
参
加
し
、
い

ま
一
度
、
家
族
で
防
災
意
識
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
当
日
は
、
訓
練
の
た
め
の
緊
急
放

送
を
行
い
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課
総
務
係

総
合
防
災
訓
練

　
　
　
　
　
実
施
の
お
知
ら
せ

水
稲
共
済
加
入
の
皆
さ
ん
へ

被
害
に
あ
っ
た
ら
届
け
出
を

ア
ク
ア
パ
ル
千
曲

下
水
道
ふ
れ
あ
い
デ
ー
開
催
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問

問

問

役

役

●お知らせ

　

国
際
援
助
活
動
や
国
家
防
衛
、
災
害
派

遣
な
ど
の
国
民
の
生
命
財
産
を
守
る
活
動

を
業
務
と
し
て
い
る
自
衛
隊
で
は
、
平
成

26
年
度
に
採
用
す
る
自
衛
官
を
募
集
し
ま

す
。

①
航
空
学
生

　

高
校
卒
業
後
、
大
空
で
活
躍
す
る
パ
イ

　

ロ
ッ
ト
に
な
る
最
短
コ
ー
ス

②
一
般
曹
候
補
生

　

自
衛
隊
の
中
核
と
な
る
自
衛
官
を
目
指

　

す
幹
部
自
衛
官

③
自
衛
官
候
補
生

　

自
衛
隊
の
第
一
線
で
技
能
と
体
力
を
一

　

心
に
磨
く
任
期
制
自
衛
官

申
込
期
限

　

９
月
６
日
ま
で
（
③
の
男
子
は
除
く
）

　

※
③
の
男
子
は
、
年
間
を
通
じ
て
申
込

　
　

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

長
野
地
域
事
務
所

　

☎
２
３
５
―
６
０
２
６

　

こ
の
時
期
は
、
暑
さ
か
ら
気
が
ゆ
る
ん

だ
り
行
楽
等
で
人
の
往
来
も
増
す
こ
と
な

ど
か
ら
、
犯
罪
や
交
通
事
故
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
８
月
の
期
間
中
は
各
地
域

で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
診
断
を
実
施

す
る
な
ど
、
犯
罪
の
防
止
や
防
犯
意
識
の

高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ご
家
庭
で
も
次
の
10
項
目
に
つ
い
て
確

認
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
安
全
な
地
域
社
会

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

①
戸
締
り
確
認

外
出
す
る
と
き
は
戸
締
り
を
し

て
い
ま
す
か
。

②
貴
重
品
確
認

家
に
多
額
の
現
金
を
置
い
て
い

た
り
し
ま
せ
ん
か
。

③
乗
用
車
確
認

乗
用
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
ド

ア
を
ロ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
か
。

④
自
転
車
確
認

自
転
車
は
防
犯
登
録
し
て
あ
り
ま
す
か
。

⑤
ふ
れ
あ
い
確
認

家
族
全
員
で
話
し
合
い
の
場
を
設

け
て
い
ま
す
か
。

⑥
ご
近
所
確
認

ご
近
所
と
は
連
絡
や
あ
い
さ
つ

を
普
段
か
ら
し
て
い
ま
す
か
。

⑦
交
通
安
全
確
認

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
着
用
し
て
い
ま
す
か
。

⑧
悪
質
訪
問
確
認

訪
問
販
売
等
で
必
要
の
な
い
場

合
は
キ
ッ
パ
リ
断
れ
ま
す
か
。

⑨
振
り
込
め
詐
欺
確
認

家
族
に
事
実
確
認
を
す
る
前
に

お
金
を
振
り
込
も
う
と
は
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

⑩
子
ど
も
の
安
全
確
認

夏
休
み
期
間
中
の
子
ど
も
の
予

定
は
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

　

村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

平
成
25
年
４
月
分
か
ら
平
成
26
年
３
月

分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万

5,040
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
利
用
し
て
の
納
付
の
ほ
か
、
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け

な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談

に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案

内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、

強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行

い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な

い
場
合
は
、
延
滞
金
を
課
す
だ
け
で
な
く
、

納
付
義
務
が
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
が
未
納
で
は
、
障
害
や

死
亡
な
ど
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
て
も
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
の
免
除
等
の
受
付

は
、
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
と
な

り
、
平
成
25
年
７
月
分
か
ら
平
成
26
年
６

月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を

行
い
ま
す
。

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連
帯

　

し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者
及

　

び
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

　

長
野
北
年
金
事
務
所

　

☎
２
４
４
―
４
１
０
０

計
量
器
（
は
か
り
）
の

　
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

自
衛
官
の
募
集

８
月
１
日
～
21
日　
夏
の
防
犯
運
動
実
施
中

安
全
な
地
域
社
会
を

　
　
　
　

  

つ
く
り
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

農
産
物
や
食
品
の
パ
ッ
ク
詰
め
の
重
量

測
定
や
、
学
校
等
に
お
い
て
の
体
重
測
定

に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
は
、
２
年
に
一

度
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
計
量
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
次
の
と
お
り
定
期
検
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
「
は
か
り
」
を
持
参

し
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、検
査
に
は
手
数
料
（
検
査
代
金
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
持
ち
込
む
際
は
、「
は
か
り
」

に
付
着
し
た
ほ
こ
り
、
粉
等
を
落
と
し
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日　

時　

９
月
30
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
正
午

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

場　

所　

高
山
村
公
民
館
１
階
フ
ロ
ア

　

長
野
県
計
量
検
定
所
検
定
・
検
査
課

　

☎
０
２
６
３
―
４
７
―
４
０
０
６

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

夏
の
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
10
項
目
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日 曜日 行事予定（会場 • 時間等） 担　　　当 お問合せ先

1 日

2 月 8 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 19 頁 総務課税務係 ☎ 245-1100

3 火 保育園開放日（聖徳保育園）　☞ 19 頁
BCG 予防接種（13 時～　チャオル）　☞ 19 頁

子育て支援センター
村民生活課保健予防係

☎ 246-7445
☎ 242-1202

4 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）
子育てセミナー（チャオル）　☞ 19 頁

村民生活課保健予防係
子育て支援センター

☎ 242-1202
☎ 246-7445

5 木 保育園開放日（たかやま保育園）　☞ 19 頁
人権教育講座②（18 時 30 分～　公民館講堂）

子育て支援センター
人権推進室

☎ 246-7445
☎ 245-1100

6 金 3・7・10 カ月児健診（チャオル）　☞ 19 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

7 土

8 日 第 16 回一茶ゆかりの里小中学生俳句大会表彰式
第 2 回信州高山音楽祭（14 時～　チャオル）

一茶館
教育委員会生涯学習係

☎ 248-1389
☎ 245-1100

9 月

10 火

11 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル） 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

12 木 人権教育講座③（18 時 30 分～　公民館講堂） 人権推進室 ☎ 245-1100

13 金

14 土

15 日

16 月 （祝日　敬老の日）

17 火

18 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）
行政相談（13 時～ 17 時　公民館研修室）

村民生活課保健予防係
総務課総務係

☎ 242-1202
☎ 245-1100

19 木 体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室） 教育委員会生涯学習係 ☎ 245-1100

20 金 基本健康診査　☞ 9 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

21 土 高山小学校運動会 高山小学校 ☎ 245-0594

22 日

23 月 （祝日　秋分の日）

24 火

25 水
健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）
人権教育講座④（18 時 30 分～　公民館講堂）
教育委員会定例会（9 時～　公民館会議室）

村民生活課保健予防係
人権推進室
教育委員会子育て学校教育係

☎ 242-1202
☎ 245-1100
☎ 245-1100

26 木

27 金 高山中学校 紅葉祭 高山中学校 ☎ 245-0948

28 土 高山中学校 紅葉祭
星野富弘花の詩画展（～ 10/14　10 時～ 16 時 30 分　公民館講堂）

高山中学校
教育委員会生涯学習係

☎ 245-0948
☎ 245-1100

29 日

30 月 9 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 19 頁 総務課税務係 ☎ 245-1100

９ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●９月の予定



19 2013.8.15 広報

《９月の納税等の納期限・口座振替日》　◆総務課税務係　他　☎ 245-1100

期　日 会　場 対　象　児 受付時間 持　ち　物

9 月 6 日㈮
保健福祉総合

センター
（チャオル）

10 カ月児 平成 24 年 10 月生まれ 午後 1:00 ～ 1:10 母子手帳・乳児の歯ブラシ • バスタオル
7 カ月児 平成 25 年 1 月生まれ 午後 1:10 ～ 1:20 母子手帳 • バスタオル
3 カ月児 平成 25 年 5 月生まれ 午後 1:20 ～ 1:30 母子手帳 • 保護者の歯ブラシ • バスタオル

《３カ月・７カ月・10カ月児健康診査》　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202

《９月の高齢者福祉センター利用計画表》　◆社会福祉協議会　☎ 242-1220
日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名
1 日 赤 和、 荒 井 原 11 水 千本松、新堀、堀之内 21 土 宮 関、 荻 久 保
2 月 紫、 緑 ケ 丘 12 木 水 中、 久 保 22 日 蕨平、天神原、温泉
3 火 二ツ石、松南、黒部 13 金 牧、 福 井 原 23 月 千本松、新堀、堀之内
4 水 休 所 日 14 土 赤 和、 荒 井 原 24 火 水 中、 久 保
5 木 駒 場、 松 原 15 日 障がい者の皆さんの利用日 25 水 赤 和、 荒 井 原
6 金 牧、 福 井 原 16 月 紫、 緑 ケ 丘 26 木 紫、 緑 ケ 丘
7 土 桝 形、 三 郷 17 火 二ツ石、松南、黒部 27 金 牧、 福 井 原
8 日 中原、なかひら 18 水 駒 場、 松 原 28 土 二ツ石、松南、黒部
9 月 宮 関、 荻 久 保 19 木 桝 形、 三 郷 29 日 駒 場、 松 原

10 火 蕨平、天神原、温泉 20 金 中原、なかひら 30 月 桝 形、 三 郷

●９月の予定

※この利用計画の地区以外の方でも、どなたでもご自由に利用いただけます。
※熱中症予防対策のため、９月30日まで無料開放していますので、ご利用ください。

月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

8 月分 9 月 2 日 ㈪
村県民税 ２期分 保育料・児童クラブ利用料 ８月分
固定資産税 ２期分 学校給食費 ８月分
水道使用料 ３期

9 月分 9 月 30 日 ㈪

国民健康保険税 ３期分 学校給食費 ９月分
後期高齢者医療保険料 ３期分 下水道使用料 ３期
介護保険料 ３期分 農業集落排水施設使用料 ３期
保育料・児童クラブ利用料 ９月分

《BCG 予防接種》◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
期　　日 会　　場 受付時間 対　象　児 持　ち　物

9 月 3 日㈫ 保健福祉総合センター
（チャオル）

午後 1:00
　～ 1:30

生後３カ月以上 12 カ月に至るまでの
未実施者

母子手帳・予診票
バスタオル

《保育園開放日》　◆子育て支援センター　☎ 246-7445《子育てセミナー開催日》　◆子育て支援センター　☎ 246-7445
保育園名 期　日 時　間

聖徳保育園  9 月 3 日 ㈫ 午前 10:00
　～ 11:00たかやま保育園  9 月 5 日 ㈭

期　日 会　場 内　容
 9 月 4 日 ㈬
 午前 10:00 ～ 11:30

保健福祉総合センター
（チャオル） おもちゃ作り

※セミナーへの参加は登録が必要です。子育て支援センターまでお問い合わせください。
　材料費は実費負担となります。



　　東日本大震災分　　4,123,447 円

義援金（８月１日現在）

※受け付けは平成 26 年３月 31 日までです。
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毎月、チャオル健康管理センターで 3 カ月健診を受診
された元気なあかちゃんを紹介しています。
今月は、平成25年2月と3月生まれのあかちゃんです！

新井 瑚
こ こ な

々菜 ちゃん　（水　中）
井浦　　 茜

あかね

 ちゃん　（荒井原）
勝山　 美

み づ き

月 ちゃん　（久　保）

村の人口

世帯数（＋ 2）   2,391 戸
人　口（− 5）   7,514 人
　男  　（＋ 2）   3,723 人
　女  　（− 7）   3,791 人

平成 25 年 8 月１日
現在の住民基本台帳人口

（前月との比較）

7
月
１
日
か
ら

　
7
月
31
日
ま
で
の
届
出
か
ら

※
希
望
者
の
み
の
掲
載
で
す

ご
め
い
ふ
く
を

お
し
あ
わ
せ
に

こんにちは　あかちゃん
第84回む

ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

　にぎやかなセミの声
が、聞こえてきます。
　７月から水遊び・
プール遊びが始まり、
セミに負けないくらい
大きな声を出しなが
ら、プールに入ってい
ます。
　１・２歳児さんは、プールの中に進んで入り、カ
メさん歩きからワニさん歩きへと足を伸ばしていま
す。今にも潜りそうな勢いで、水と大の仲良しです。
　０歳児さんは、ペットボトルやジョウロから水が
流れる様子をじーっと見つめたり、おもちゃをさ
わったり、少しずつ水とお友だちになっています。
　事故が起きないよう気を配り、子どもも職員もケ
ガなくプール活動を思う存分楽しめるように取り組
んでいます。

ほいくえん
ほいくえん

聖徳保育園

す
こ
や
か
に

ご協力ありがとうございます。

中
島
雄
一
郎
　
さ
ん
　
須
坂
市

町
田
　
美
穂
　
さ
ん
　
堀
之
内

（

名
倉
千ち

な

え
梛
恵
　
ち
ゃ
ん
　
二
ツ
石

 （
父 

健
治
さ
ん  

母 

洋
子
さ
ん
）

小
林
　
政ま
さ
か
つ勝

　
ち
ゃ
ん
　
緑
ケ
丘

 （
父 

勝
利
さ
ん  

母 

彩
希
さ
ん
）

小
出
　
旺お

り林
　
ち
ゃ
ん
　
荒
井
原

 （
父 

勇
一
さ
ん  

母 

美
恵
子
さ
ん
）

◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
黒
岩
つ
る
い
　
さ
ん
　
92
歳
　
　
牧

篠
原
今
朝
治
　
さ
ん
　
80
歳
　
赤
　
和

宮
﨑
　
秀
男
　
さ
ん
　
72
歳
　
中
　
原

左から

　

８
月
３
日
、
夏
ら
し
い
晴
れ
や

か
な
青
空
の
下
、
高
山
ま
つ
り
の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ト
ッ
プ
を

き
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
た
か
や
ま

保
育
園
の
園
児
に
よ
る
元
気
な
や

ま
び
こ
太
鼓
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
に
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
定
期
総
会
の
歓
迎
行
事

と
し
て
披
露
し
た
時
か
ら
、
さ
ら

に
練
習
を
重
ね
、
円
熟
味
を
増
し

た
バ
チ
捌さ
ば

き
と
元
気
な
演
奏
に
、

演
奏
後
は
会
場
か
ら
は
声
援
と
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

第
27
回
信
州
高
山
ま
つ
り

幕
開
け
を
告
げ
る

　
　
　
　
や
ま
び
こ
太
鼓

表
紙
の
紹
介


